
金
海
古
践
志
巻
叶
一

ば
、
御
懇
志
は
定
以
て
難
ν
有
次
第
也
。
乍
ν
去
今
程
は
飴
細
工
に
て
随

分
産
業
私
有
v
之
、
可
な
り
妻
子
も
養
育
仕
居
候
へ
ば
、
此
上
の
笠
は

品目て白川…
司一御
座
-
と
、
建
て
郁
退
し
け
る
ゆ
ゑ
、
治
一
史
能
-n
思
慮
い
た
し

候
へ
と
て
・務
所
へ
返
吉
け
る
庭
、
念同
酬
に
料
理
矯
v
絵
師
さ
れ
け
り
。

所
栓
彼
者
は
、
強
て
巾
入
る
L
と
も
賭
け
ま
じ
と
て
、
思
ね
て
せ
が

れ
E
呼
び
立
ら
れ
・
右
の
始
絡
を
被
v
，叩け
れ
ば
、
左
程
の
御
芳
志
を

ば
・
無
に
な
し
け
る
も
不
本
意
の
次
第
、
昨
且
陀
獄
止
が
た
き
御
事
な

り
。
さ
ら
ば
父
陀
代
り
て
阪
税
左
く
あ
り
の
ま
h

可
昌
巾
上
一
過
分
の

墜
に
は
候
へ
ど
も
、
幸
ひ
我
が
近
溢
に
米
商
賢
株
付
の
郷
市
抵
あ
り
。

前
一

nt
が
償
ひ
を
賜
は
り
て
、
右
家
産
K
あ
り
付
吉
、
従
K

安
楽
に

落
し
候
は
ど
、
是
陀
増
た
る
笠
は
無
z一御
庄
司
と
申
け
り
。
和
尚
共
由
委

納
附
筋
け
ら
れ
、
安
き
都
た
り
と
て
、
銀
子
六
・
七
武
田
鮮
の
合
力
あ

り
し
か
ば
・
則
右
家
株
共
K
M
A
求
め
得
て
・
俄
陀
官
備
の
身
と
ぞ
成

正
け
る
。
是
ぞ
陰
徳
防
報
な
ら
ん
か
。
近
年
の
事
友
る
曲、

来
永
三

年
十
二
月
大
部
氏
附
也
と
ぞ
。

O
大
衆
完
中
沼

金
屋
町
よ
り
大
衆
菟
へ
入
込
む
中
央
の
通
筋
な
る
が
放
に
、
大
衆
菟

中
通
り
と
呼
べ
る
な
る
べ
し
。
観
此
の
泊
筋
の
左
右
民
裏
町
数
町
あ

弘、

般
父
徳
聞
に
も
た
し

へ
ら
れ
.
ま
た
伯
父
鏑
木
右
衛
門
尉
ど
の

に
も
相
官冊
、
ま
だ
容
な
ら
ざ
る
を
ば
近
隣
古
老
の
口
総
を
た
ピ
し
あ

は
せ
て
‘
を
り
/
¥
毎
に
昨日
と
ピ

め
侍
れ
ば
.
と
れ
を
納
日
記
と
な

づ
け
て
壁
底
に
抽
出
し
世
も
の
な
り
。
と
あ
り
。
扱
共
保
々
の
一
品
北
ハ
を

ば
、
今
左
陀
略
記
し
て
市
古
文

E
採
記
す
。

一
組
父
つ
ね

A
¥諮
り
申
さ
る
L
。
蓮
如
上
人
の
化
判
断
唯
ひ
と
か

た
な
ら
ね
辛
苦
を
熔
給
へ
り
。
共
放
は
、
厳
正
長
総
の
比
よ
り
天
下

取
聞
と
成
‘
俳
閣
と
い
へ
ど
も
要
容
を
か
た
ど
り
、
品
川
尼
と
い
へ
ど

も
娘
師
酬
を
剛
申
ぷ
心
出
来
て
.
軍
は
常
の
識
の
や
う
陀
成
、
京
・
閉
会
北
ハ

に
色
々
の
呉
儀
ど
も
出
来
て
‘
究
正
の
頃
は
江
州
K
於
て
竪
悶
の
本

稿
寺
等
元
四
時
光
と
云
新
義
を
興
張
し
て

、
山
門
寺
門
を
も
額
裏
し
.

内
需

C

鐙
祉
を
も
疎
怖
に
す
る
桜
花
な
り
、
究
政
六
年
の
頃
先
碍
光
停
止
の

一
牲
を
本
願
寺
へ
逃
す
。
文
明
三
年
の
頃
、
大
谷
本
開
寺
開
制
政
陀
及

ぴ
在
。
文
永
年
中
よ
り
久
し
く
御
安
座
の
堂
合
た
ち
ま
ち
初
段
陀
島

よ
ぴ
、
運
如
上
人
は
御
民
影
を
ま
も
り
務
返
き
給
ふ
。
迎
如
上
人
大

谷
御
退
去
の
後
、
近
松
の
南
別
所
陀
師
叩
く
や
す
ら
ひ
給
ひ
、
そ
れ
よ

り
江
州
在

々
所
k

‘

一
夜
二
夜
づ
h
A

御
経
問
ま
し
/
¥
き
。
徳
警
官
制

な
が
ら
皮
三
和
陀
符
り
申
さ
る
h

。
吾
此
御
宗
門
を
祭
ぴ
巡
如
上
人

金
海
古
政
志
品
切
」
l

一

I~ 

1i. 

り
。
大
衆
免
十
八
町
と
い
へ
り
。

O
大
衆
克
湾
行
寺

四
沃
民
山
一百
也
。
明
細
川
明
広
去
ム
。
品
目
同
寺
凶
器
徳
答
、
天
台
宗
之
蕗
、常

に
巡
仰
に
節
依
し
、
宮
崎
に
於
て
調
し
・

真
宗
民
改
山一で

得
z
本
隼
-
寸

宇
の
名
蹴
を
附
聞
は
り
、
石
川
郡
創
出
村
民
於
て
文
明
七
年
凶
月
例

立
、
略
行
寺
と
放
す
。
後
兵
飢
の
際
底
冷
移
制
押
し
、
加
賀
郡
北
森
下

村
に
堂
宇
逃
立
、
北
森
山
浮
行
寺
と
裕
す
。
後
東
派
と
成
り
、
金
保

四
丁
二
格
町
今
下
の
水
漏
の
地
へ
移
帥
押
し
‘
延
質
五
年
六
月
十
六
世

相
官
品
川
西
波
と
成
り
・
北
ハ
後
大
衆
菟
今
の
地
へ
移
榔
す
と
。
按
や
る
花
、

筒
屋
版
六
用
抑
制
民
、
西
本
願
寺
道
場
博
行
毛
四
丁
木
町
と
見
h
・

究
保
元
年
の
過
去
艇
に
、
合
寺
自
=
明
郎
七
年
草
創
-
巳
来
所
々
移
柿
時

限
=乱
世
之
忽
制
↓
叉
移
a
居
於
包
城
吋
百
徐
年
来
雄
v
遇
a
太
平
之
時
↓
回

総
及
B

敏

良

市
名
制
収
得
絡
古
相
承
之
英
司
愁
夫
a
所
在
国
一
三
・
加
府

滋
川
凶
丁
二
呑
町
博
行
寺
。
と
あ
り
o
立
保
よ
り
百
後
年
前
は
立
永

年
聞
な
り
o
叉
今
の
地
へ
移
榔
は
出品
保
の
後
な
る
明
い
ち
じ
る
し
。

O
浄
行
寺
開
祖
徳
蕃
俺

寺
山
蹴
納
日
記
に
云
ふ
。
組
父
徳
韓
首
よ
く
/¥
も
の
が
た
り
の
僚
ぺ

予
幼
年
の
頃
た
れ
ば
い
ま
だ
聞
も
定
め
ぬ
と
と
ピ
も
多
か
り
け
る
ま

を
あ
ふ
古
車
中
る
事
は、
‘全
く
逆
叫
怖
に
よ
て
か
L

る
果
報
の
身
と
は
な

れ
り
。
北
ハ
放
は
此
鏑
木
の
家
代
々
天
台
間
宗
主
崇
敬
し
て
.
他
都
な

く
山
徒
の
執
心
を
た
す
け
‘
本
ら
念
仰
の
弘
通
を
に
く
む
。
然
る
に

去
に
し
文
明
年
中
に
、
上
。人
大
津
近
松
溢
よ
り
北
陸
道
に
赴
吉
、越
前

図
細
目
宜
に
居
を
し
め
.
共
同
別
館
図
他
閣
の
門
徒
会
一時
す
。
怒
老
五

十

一
歳
、
文
明
五
年
三
月
十
八
日
の
夜
不
思
議
の
鐙
告
を
た
ん
感
じ

け
る
。
同
七
年
三
月
下
旬
、
山
市
両
国
の
下
司
官
樫
助
次
郎
と
百
姓
共
と

不
利
の
事
出
来

τ‘
途
陀
百
姓
一
換
陀
及
ぶ
。
共
開
山
本
皆
-
hA

吉
崎
の

御
門
徒
な
れ
ば
.
人
々
品
川
興
力
し
て
官
樫
を
賀
、
仲
川
健
も
時
制
榔
あ
ざ

む
宮
難
う
し
て
、
飛
搬
を
も
て
同
下
司
鏑
木
・
問
屈
を
抑
制
み
、

を
遁
梯
ム
ベ
き
旨
再
三
児
及
ぶ
。
北
ハ
の
儀
は
.助
次
郎
が
妨
聾
也
.
殊

に
入
魂
の
問
ひ
た
す
ら
申
・越
け
り
。
共
頃
鏑
子
右
術
門
は
京
都
在

帯
、
次
男
吉
磁
は
十
八
哉
、
家
司
水
崎
庄
助
同
狐
五
:
対
藤
小
六
郎

な
ど
云
ム
一
人
世
干
の
岩
紘
ど
も
引
率
.
問
屋
小
次
郎
も
郎
徒
足
紐

一
授
と
磁
ム
。
問
屋
が
郎
等
二
三
人
討
れ
.
某
も
郎

E
召
具
し
て

等
共
少
々
手

E
負
ひ
、
水
島
兄
弟
に
下
郎
二
・
三
人
と
成
、
鏑
木
が
城

松
任

へ
引
退
き
.
城
中
へ
か
へ
り
、
先
づ
特
例
堂
を
開
て
.
物
故
せ

し
邪
藤
小
六
・稿
市
開
湖
北
ハ
外
亡
魂
を
回
向
し
、
殺
て
は
我
乎
K
討
取

五

授




